
ll皿11111111111111111111mllmllmll且ll田1

　論　　　説
川lmll田llllllllll田ll田1田llllllll田11

関東地方における神社信仰の

　　　　地域性と重層融

融　山　和　代

1。はじめに

　地理学のなかで，宗教に関連した現象を扱った
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ）　　　2）
研究は従来からなされてきているが，千葉，当麻一

らの研究をのぞいて，それらは宗教地理学の研究

というよりもむしろ集落地理学，交通地理学，そ

して歴史地理学の研究といった方がふさわしいの

が現状である．

　本論では，宗教地理学の一試論として宗教の相

互作用　　競合と併存一，およびその結果であ

りかつ日本の宗教の特質と指摘される重層性につ

いての地域研究を取りあげてみた．

　研究対象は，日本の宗教事情が数々の習含。重

層により極めて複雑になっているため，神社信仰

に限ることとした．仏教，教派神道，キリスト教

等は，日本における発生，伝播が研究しやすいが，

常にそれらの根底に横たわり最も日本的な特質を

有している神社信仰が明らかにされない限り，そ

れらの正しい位置づけも困難である。また，神社

は現在でもお宮参り，七五三，初詣で，祭礼，観

光などで多くの人をひきつけており，宗教として

の性格は薄れているものの，生活の中に根をおろ

すだけの長い歴史とそれを支えた人々の熱心な信

仰とがあったはずである．歴史的にみれば，神社

に関する信仰は，それぞれの時代に政治の影響を

強く受けてきたが，我が国において最：も古く発生

し，その払いくつかの新しい外来の宗教を受容し，

またそれらと習合し，時代によって顔つきを変え

ながらも日本人の生活の傍らにいつもあった信仰

である．

　本論では，このような神社を中心として展開さ

れてきた信仰生活，信仰行動を「神社信仰」と定

i義し，まず関東地方の神社分布図を作成し，それ

によって神社分布の状態，特定の神社の分籍圏の

広がり，分祀圏の競合と併存，重層の関係を考察

し，さらに氷川神社分祀圏内の地域を調査して，

法人神社と小皿，境内社，有名大社寺の講との重

層の状態の考察を試みた．

2。　神糧信仰の地域性・

　（1）神社の分布

　関東地方のユ都6県には，約14，000の法人神社

があり，そのうち約9割にあたる13，268社が神社

本庁に所属している．各県の宗教法人名簿をもと

に神社本庁に属する神社の分布を示したものが図

ユである．この図からは，関東地方の神社は平野

部では，ほぼ一様に均等な分布を示し，山間部に

はいると河川の流域に沿って分布がのびているこ

と，また，平野部では近世にすでに大都市として

発展していた江戸を中心とする地域に集中的な分

布があることが読みとれる。

　神社の設立は江戸時代までにほぼ完了し，明治

以降は一般の神社は整理される方向にあったが，

図1の明治以降の法人神社1社に対する近世末の
　　　　　　　　　　　3）
人口は335人と推定される．平均27％減少したと

される明治39年からの神社整理の対象となったも

のは法人神社より規模の小さい無格社が多かった

と考えると，江戸時代のムラ（だいたい現在の大

字にあたる広さ）を1村50戸人口約300人とみて，

だいたい1村に法人神社1社が分布していること

になり，村ごとに氏神として祀られていた状況が

想定される．

　また，この神社分布は都市に激しい集中を示す

現在の人口よりも近世末の人口により相関してい

ると言える．

　（2）社名による神社分布

　図1の神社分布図を社名別にみていくと，ある

地域に集中的に分布している神社（氷川神社，鹿

島神社など）と，関東地方全体に分布している神

社（稲荷神社，八幡神社など）との2通りがある

ことがわかる．神社名は途中で変化しているケー
　　　4）
スもあるので，神社名によってある神社の影響圏
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資料　各県宗教法人名簿より作成．ただし群馬県は群馬県神社名簿（群馬県神社庁）による。

　　　　　　　　　　　　　　　　図唱　関東地方の神社分布

を想定するのは難iしい．しかし，本論では一応，

自由に社名を選べるなかで，ある特定の社名が選

ばれた背景には，きちんと分祀が行われたか，村

民なり為政者，または祭祀者がその神社を信仰す

るなど係わりが深かったか，御師の強い勤めがあ

ったと考えて，社名による分布を分析していきた

い．

　地域的な分布を示す主な神社の分布の範囲を示

した図（図2）とその神社の概要（表1），また全

域に分布する神社は稲荷神社のみ図1の分布のう

えに×印で示し，表2にはその他の神社も含めて

概i要をまとめてある．

　これらの図表から次のようなことが言える．全

：域に分布する神社は，中世以降，御師や修験者に
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関東地方における神社信仰の地域性と重属性

表1　地域的な分祀圏をもつ神社

神 社

氷川神社

本　　社

☆
　大宮市高島町

氏族

出雲系

修験 御利益　な　ど

キツネおとし

講 そ の 他

武蔵一の宮，出雲の簸川（錦川）から社名
元荒川以西に分布

鷲の宮徽鮪町㈲曄系1 土師氏による創建

蘇概☆w市（千）1中独善顎 下総一の宮，東北にも分布

鶴醗☆賴ｬ（茨）中興口武ネ申 常陸一一の宮，東北にも分布

武尊神社

赤城神社

（武尊山）

☆
　赤城山大沼

　　　　☆
榛名神社

二荒山神社☆

日光神社

星宮神社

二二神社

（榛名山）

日光市

二荒山神社

☆
　神川村（埼）

長良神社
長柄神社

大杉神社 桜川村（茨）

○

○

○

○

土地開拓，産業守護，成
年式の登拝

円
一
六

三
分
関
に
虫
け
害
よ
霜
雪

い
ゆ
乞
よ
雨
風

ぜ
ゆ
伏
よ
火
害

農業神

難船救護
雨乞い，疫病よけ

（アソバ
様）

黙座，山麓の村では死者に会いに行くと
称して登拝する。

江戸時代の配札圏は，新潟，会津にまで
及ぶ．

星辰信仰

神体山，児玉党の総鎮守
九十用水の守護神

人柱伝説が残る→洪水から生活を守る。

水神訓 隊士常半白

離神璽 1雷蹴榊雨乞・・1

諏欄「（麓山）

温泉神劉那劉 麟輔 郷六師による繍で分布

磐裂神社
二丁神社

粟野町及び鹿
沼市

鳥見神社 i千歎による繍で分布

　　　　☆
麻賀多神社

潟の多い地域又は麻の産地だった千葉氏
による川蝉

注）☆は延喜式内社．この他に高麗神社・山祇神社・三島神社なども地域的な分布を示している．

よって信仰地域が広められた神社，または源氏な

どの有力者によって保護された神社であり，関東

地方だけでなく全国に分布をひろげている．地域

的な分詞圏を持つ神社のなかで分一圏が比較的大

きいもの（氷川神社，鹿島神社，香取神社）は，

いずれも古代にその地域を開発した氏族と深い関

連のある由緒を伝えている古社であるが，全域に

分布する神社のように，中世以降，御師，修験者

の組織がなされず信仰圏がさらに拡大することは

なかった．小さな分祀圏をもつ神社は，中世豪：族
　　　　　　　　　かなさな　　　　　　と　み
に保護されたもの（金鎖神社，鳥見神社）と，自

然神としての性格を強くもち，その地域の生産活

動に関係が深いため，地域住民から祀られたもの

（榛名神社，長柄神社）とがある．古社の代表と
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表2　全域に分布する神社

神社1本 社1辮・瑚御利益割 講 そ の 他

神明神社

熊野神社

諏訪神社

八幡神社

稲荷神社

馨璽神社

伊勢神宮（三　重）

熊野三山（和歌山）

上社（諏訪市）
下社（下諏訪町）

宇佐八幡宮（大分）
　　↓
石　清　水（京都）
　　↓
鶴　　岡（神奈川）

伏見稲荷（京都）

豊川稲荷（愛知）

笠間稲荷（茨城）

富士山本宮（富士宮）

浅間神社（静岡市）

浅間神社（山梨県
　　　　一宮町）

天照大神

出　雲　系

建御名元神

誉田別尊
（応神天皇）

と神毛裏功

宇迦之御魂

神（食物の

神）

木花咲耶比

売命

武工の崇
敬

武　　神

武　　神

農業の神
　↓
商業の神

伊勢講，代参，御師

が来る．金融機関と

しての機能．

（オビシや講）

富士講，富士山登拝
　↓・
幕末に教派神道が発
生（扶桑教，実行教）

伊勢神宮の御厨に多い．明治の

初め，名前のなかった小桐に神

名と名付けた例が多い．

熊野修験道によって全国に分布

（先達，比丘尼による宝印の三

布）．　千葉県に多く分布．

9世紀以前，宇佐から分祀

9～11世紀，石清水から分祀

12世紀以降，鶴岡を主として宇

　佐石清水からも分祀

江戸時代，農家・商家の家敷神

として敷地内に多くつくられた

（現在も小庭として残る）．

各地に富士塚がつくられる．

温
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　　　図2　社名による神社の地域的分布
　　　　　5）
される式内社のなかでも，古代の氏族や中世豪族

の支持を受けておらず，御師の活動もなかった神

社は，幕下圏を形成していない．

　以上のことから，創設時の性格が氏族の祖神で

あれ自然神であれ，分祀圏が広がるためには，祖

神として血縁集団の，自然神として地縁集団の奉

斎がまず必要であり，さらに中世以降，全国的に

活躍する武家の保護を受けた神社，神社内に御師

が発生し信仰伝播を行った神社がより広い分祀圏

を形成していったと考えられる．ただし，御師に

よる信仰圏の拡大は，神社分祀という形だけでな

く，講の形で広がっている場合もあり，中世以降

の宗教事情は複雑なものとなっている．

3。　神社信仰の重層性

　法入神社，小桐，境内社，講など神社に係わる

信仰の重層について，氷川神社の分祀圏のほぼ中

央に位置する埼玉県富士見市，志木市を調査地域

として，具体的に考察をしていきたい．

　調査地域とその周辺における氷川神社の分布と

伝えられている創設に関する由緒，時代を図化し

たものが図3である．氷川神社の本社は埼玉県大

宮市六二町の氷川神社であるが，この本社からは，

一　4
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関東地方における神社信仰の地域性と重属性

　　　　　　　　　　　表3－1　法人神社の境内社（富士見市）

法人神社

境内社

稲荷神社

雷電神社

八幡神社

八雲神社

牛頭天王社

神明神社

厳島神社

琴平神社

大六天王社

疸瘡神社

そ　の　他
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　　　㊤1／25，000地形図に出℃いる神社

　　　xそれ以外の小祠
番号のついているものは宗教法人神社
①榛名神社　②氷川神社　③諏訪神社　④氷川神社　⑤八幡神

社⑥氷川神社⑦阿蘇神社　⑧上南畑神社　⑨氷川神社⑩
八幡神社　⑪氷川神社　⑫氷川神社　⑬氷川神社　⑭敷島神社
⑮天神社　⑯氷川神社　⑰浅間神社　⑱氷川神社　⑲氷川神社

　　　図4　調査地域における神社・小祠

資料：入間神社誌などによる．

注1）境内社の稲荷神社には稲荷社3社が合祀

　　されている．

　2）　境内社の稲荷神社には氷川・神明・稲荷・

　　入雲の4社が合杞されている．

　　表3－2　法人神社の境内社（志木市）

境内社

法人神社

稲荷神社
手播神社

八坂神社
伊都岐山神社

琴平神社

御岳神社

浅間神社

そ　の　他
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大
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天神社　　　　　厳島神社
ﾙ財天社　　　　入坂神社

保
牛頭天王社　　　　　　　　　　　入坂
@　　　　　　　　　　　　　　琴平

荒神社

明石神神社　　　　明石神社
稲荷　　　　　　　稲荷

雷電

上
水越明神社　　　　上南畑神社　　　南畑神社

@　　　　　　　　　　　　　　須賀
雨

雷電

詹ﾗ
畑
蛇木明神社　　　　氷川社

@　　　　　　　　㊤雷電
牛頭天王社
神明社

’

稲荷社3　　　　稲荷社5　　　稲荷台7
（山の神）

阿蘇明神社　　　　阿蘇神社
稲荷

八幡神社　　　　　入幡神社　　　べ幡神社
琴平　　　　　　　　　　　　　　琴平

下

天満
南

　
　
　
入
坂
倉

入雲
畑 御岳
浅間社　，　　　　浅間神社

弁財天
見社

氷川社　　　　　　氷川神社一氷川神社
稲荷

天神社　　　　　天神社　　　天神社
稲荷社　　　　　　稲荷社9一稲荷社7

　　　図5　南畑地区の神社の消長

1行さげてあるのは境内社，黒丸は合祀社．新編武蔵風土記

稿，南畑村沿革史，入間神社誌による．

遠い位置にありながら古い時代（奈良・平安時代）

に創られた神社がある．所沢市の中氷川神社は，

本社とともに式内社となっているので，10世紀ま

でその歴史をさかのぼることができる．分祀圏の

範囲はおそらく平安時代頃までに決まり，それ以

降はその分祀圏のなかで，村分けなどによる分一

が行われ，数が増えて密度が濃くなってきたと考

えられる．しかし，本社が御師等を組織して中世

以降活発な布教活動をしなかったために，分祀圏

の大きさが広がることはなかった．

　調査地域の神社と小瓶の分布は図4に示してあ

るが，この地域で法人神社の約半分が氷川神社で

ある．法人神社はそれぞれ氏子区域を分けており

（ただし⑨と⑩は同じ地域を氏子としている），大

字程度の集落の氏神としての機能を果している．

氷川神社以外の法人神社は，広い分野圏を形成し

ている有名大社と同名の神社（八幡神社，諏訪神

社など）が多く，いずれも「新編武蔵風土記稿」

に記載されでいるので，近世初期までに勧請され

ていたと考えられる．氷川神社の分営圏内でも近

世初期頃までに勧請されれば，集落の氏神として

祀られたのであろう．図4の小桐のほとんどは稲

荷社であり，他に神明，御岳，愛宕などがある．

表3をあわせてみれば境内社も稲荷が圧倒的に多

く，神明，八坂，八幡がそれに続いていることが

わかる．これらの小陰，境内社はユ8世紀創設と伝

えられるものが多い．

　法人神社，境内社，小桐は歴史的にみてどのよ

うな変遷をたどってきたのであろうか．富士見市

南畑地区の神社の消長を図化したものが図5であ

る．1830年以降，この地：域の神社は，小桐は14社

増えているが，大きな神社に統合（合祀又は境内

社としての吸収）．されているものも多く，たいへ

ん流動的な状況を示している．しかし，各集落

（大字程度）の産土神である現在の法人神社は，

名前を変えているものがあるが，存続している．

消長の激しい境内社，小桐は広大な分三号を持つ

有名大社の神社が多い（稲荷，八坂，天満，御岳

神社など）．小桐としては稲荷社が特に多いが，

富士見市，志木市では，字程度の大きさの集落の

氏神として，これらの稲荷社を祀っている．それ

らの中には屋敷神から発生したと考えられるもの

もある（志木市の村山稲荷は屋敷神から同族の神，

そして地縁集団の氏神へと変化していったと考え

られている．地縁集団の神となったため，権威づ

けのためわざわざ京都の伏見稲荷から分祀が行わ
　6）
れた）．これらの稲荷社はいずれも，田畑の一一部や

集落のなかの数m四方の狭い土地に木立ちに囲ま

れた小さな祠として祀られている．稲荷社の氏子

はそれぞれオビシャ講を構成し，初午などの行事

を行っており，住民の側からみると歴史的には法

人神社より身近かな氏神としての機能を果してき

一　6　一



関東地方における神社信仰の地域性と重属性

表4　富士見市の講

講障 壁 行 事 幽師の活到そ の　　他

部
落
単
位
・
全
戸
加

入

の

講

有
志
に
よ
る
講

オ
ビ
シ
ャ
講

御

岳

講

大
山
講

　
－
榛
名
講

農作業の前に

日待ち

（柳田による

田の神迎え）

筒粥神事

初山参り

病虫害を防ぐ

雨　乞　　い

作
全
い
安
乞

　
内
豊
家
雨

　
2
榛
名
講

2月初午の日にお日待をする（飲み食いが主）．

稲荷社の幣束を切りかえ，神主をよび祝詞をあ

げる，稲荷社には，おこわ，油揚げ，めざし，

野菜の煮しめを供える．

子供も日待ちをした．

4月に，東京御岳山の御岳神社に代参，その年

の農業についてうらなってもらう．

収穫後の風待ちで，翌年の代参者を決め，代参

者になった人が，以後，ユ年間の行事をとりし

きる．現在でも，毎月1，000円をつみたて代参

を出している．

15才になると，春の代参の時，代参人とともに

相模大山へ行く。夏に行く部落もある．

4月初めに代参，札をうける．札は田の水口に

たてた．境内の砂をもらって各戸に配る習慣も

ある（虫除け）．日でりの年は，臨時で出かけ榛

名湖の水をもらってきて，皆で水あびをする，

2月10日に代参，祈祷講（天災よけ，五穀成就・

家内安全の祈願）をし，神礼と供物をうける．水

不足の時は，境内御水足池の水をもらいに行く．

各部落内の稲荷

の講であるため

御師はいない．

11～ユ2月に配札

に来る．

　↑

初穂としてユ軒

あたり米5合～

ユ升

暮れに配札に来

る．

伊香保に一泊す

るが，定宿はき

まっていない．

農地改革前は，稲荷免

という免田があり，そ

こからの収益で行事を

行った。千i葉・茨城で

は2月初午の日，弓を

射る神事も行う．

代参が一巡すると神楽

を奉納する部落もあっ

た．その場合，白米を

1斗6升，神社へ持っ

ていく．近隣市町村で

は“初山参り”をかね

るところもある．

代参の帰りに江の島，

鎌倉を見物．

氏子130戸に対し，講

社員1，000戸，川越，

練馬にまで分布

注1）上州榛名山，注2）勝瀬の榛名神社

たといえる．

　調査地域の講については表4にまとめてあるが，

たくさんの講が組織されている．それらは，現在
あざ

字程度の集落を単位とし全戸加入している講と，

より広い地域の有志によって結成されている講と

の2種に大別できる．前者は，住民の生活や生産

活動に深く係わっていると考えられるが，この地

域ではオビシャ講，御岳講，大山講がその代表で

ある．’オビシャ講は集落内の稲荷社の講であり，

2月初午のお日待ちは子供の行事も含めて昭和30

年代初期頃までは盛んに行われていた．お日待ち

にかかる必要は稲荷免という免田からの収益で賄

われていた点が他の講とは異なっている．柳田国

男はこの初午の行事を田の神迎えの行事と位置づ
　　　7）
けている．

　御岳山は東京御岳山へ代参する講であり，これ

もその年の収穫を占うという点で農業との係わり

が深い．代参は現在でも行われており，また冬に

は御岳山の御師が配札にやってくる．御岳講は，

富士見市の一部や朝霞市などでは初山参りの講と

しての機能を持っている例もある。

　大山講は，神奈川県大山の阿野飼神社の講であ

り，この地域では15才になると共同体への加入を

認める初山参りの行事として代参が行われていた．

一般に大山講は，雨乞いの神であると言われてい

るが，関東地方全域に組織された講をみると，大

山に近い地域（相模川流域など）では雨乞いの山

として、東京都心部では商売繁昌の神として，そ

して埼玉県南部では初山参りの山として講が組織

されている．同じ神社の講でも地域によって異な

る御利益の対象として講が分布していることが指

摘できる．
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大社の分祀、講（×）または

地域内発生の屋敷神（・）な

どが重層する

　　〈信仰の編成〉

在来神社のなかで力をえ

たもの團が他を勢力下に

おく

轟癒♪
　　　　o　　　　　　×
　　　　　　　　　ゆ

↑《・・　　べ
θ　　　　　×　　　o
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　〈信仰の統合整理〉

いくつかの大きな神社の

もとへ統合されてゆく

O

　oも⑨　　○

・／＼
　　　　　　　　　　

　＼○

〈分祀による信仰圏の拡大〉

大社⑨の卜祀が行なわれる

地域外大社の分社もできる

図7　一瞥城における神社信仰の発展・重層

信
仰
圏
の
拡
大

神社
信仰圏の充実

＼ミ族の拡大）

　　　　殿．8

　　　・どト

　　　　　o

地域的な信仰圏を

もつ神社
（氷川神社など）

（村分け）

簾》＼

隈
マ
全域的な信仰圏を

もつ神社

（稲荷神社など）

　　　o
　　　　o
・． 墲
　　　　　o　　o

図6　信仰圏の形成

　農業にとって雨は重要なものであるが，調査地

域で雨乞いのために組織されている講が，上州榛

名山の榛名講と富士見市勝瀬の榛名神社の榛名講，

そして長野県戸隠神社の戸隠講である，いずれも

有志により結成されている講である．上州榛名山

の榛名講は，虫除けの御利益もあると考えられて

おり，病虫害を防ぐ点で農業との係わりが深い・

代参講であるが，榛名山での御師は特に決まって

おらず，かつては代参した時は帰りに伊香保で一

泊し芸者をあげて遊ぶなど遊興的な面も強かった．

勝瀬の榛名神社の講は，氏子130戸に対し講社員

が北は川越市，南は練馬区まで約1，000戸分布し

ている．雨乞いに関して上州榛名山の講と似てい

る面があり，本来は榛名山から分祀されたのでは

ないかと考えられるが，現在は全く別の講として

組織され，両方に加入している家もある．戸隠講

は富士見市全体で約50戸が加入している講である．

　有志によって組織されている講には，他に商人

を中心とした富士講，雷除けの御利益があるとさ

れている雷電講などがある．

尋。結論と課題

　以上のように神社の側から三三圏の拡大がどの

ように行われたか，住民の側から様々なレベルの

神社信仰がどのように重層しているかの二方向か

らみてきたが，まず，分祀圏の拡大をモデル化し

たものが図6である．ある神社の信仰が広まって

いく時，配祀圏は圏の大きさが拡大するとともに，

寸言圏内の神社数が増加する（分祀圏が充実する）

形をとっている．富津圏が全国に及ぶか，または

8
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図8　住民の生活のなかにおける神社信仰の変遷

講という形で信仰が広められていくかを規定する

要因については，今後の研究が必要である．

　ある地域における神社信仰の歴史的変化を示し

たものが図7である．本論の調査地域である氷川

神社の分祀圏の場合，2の時代までに氷川神社の

影響を強く受けた地域になったところへ，3の時

代に八幡，諏訪神社などの外の地域の大社の分社

ができ，さらに4の段階で屋敷神や講が発生し浸

透していく．4と5は同時進行すると考えられる

が，たくさんの小祠ができる一方で，整理されて

いくものもあり，特に明治39年からの神社整理で

小さな神社は大きな神社に統合されていった．

　図8は，神社，小祠，講が地域住民の生活のな

かでどのように重層化しているかをまとめたもの

である．一・番小さな集団（家，一一族）の神として

の屋敷神，小さい地縁集団（小字程度の集落）の

神である小祠（稲荷社が多い）とその小さな地縁

集団によって営まれている農業生産と関係の深い

講や初山参りの講，そして大きな地縁集団（大字

程度の集落）の神としての法人神社があり，さら

にその外側に初詣でや七五三，観光などで訪れる

遠隔地の有名大社が位置している．

　本論では神社を社名によって分類する方法をと

ったが，この方法のみによって住民の信仰生活を

探ることには無理がある．神社信仰をさらに考察

するためには，祭神の機能による分類も必要であ

るし，またさらに大きな視点から，仏教，教派神

道，キリスト教，新興宗教といったマクロな分類

による地域性，重層性を明らかにしていくことが

今後の課題として残されている．

　　　　　　　　　注

1）千葉（1977）

2）当麻（1958）

3）高橋（1971）より算出．

4）本論の調査地域で社名を変更した神社がある

　（図5）．

5）延喜5（905）年に派出された延喜式神名帳に

　記載されている神社で古社の代表とされている神

　社のこと。全国で2861社（祭神3132座）ある，

6）志木市教育委員会（1978）

7）柳田国男：『山宮考』
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